カヌーで人命救助講習会

大雨などで河川が増水して、川岸や河の中洲に取り残された事故に対応するカヌーを使った救助訓練の講習会が19日紀北町の銚子川で行われました。

カヌーを使った救助講習会は、普段カヌーの競技を楽しんでいる人たちが災害時や河川の増水で取り残された人をヘリコプターなどの大型機材を投入しなくても、救助可能な救助方法を研究しているグループが、多くの人にこの方法を知ってもらおうと開いたものです。
紀北町の中心を流れる銚子川を会場に主催したグループ10名と地元の防災関係者50人ほどが集まり、始にこのグループを代表して自衛隊員の桐井賢一（きりいけんいち）さんがカヌーを使った人命救助の方法について実例を挙げながら説明を行った後、川を流れる人をロープで救助する方法や対岸にロープをカヌーで渡し、張られたロープにゴムボートを付けて救助者を助ける訓練などを披露しました。
紀北町では、一昨年の9月28日に中心部を流れる銚子川と船津川が氾濫して海山区の1500世帯余りが床上浸水し、住民が２人亡くなるという被害があったことから、講習会に参加した防災関係者らは真剣な眼差しで訓練を見ていました。
この講習会を主催した桐井さんは、「カヌーの良さを最大限に活用していただければ人命救助に役立つと思います。」と話していました。

